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２ 今年度の活動内容 

応援団の種類 応援団の名称 活動内容 

安全・安心 

 

 

旗振り 

朝の交通見守り 

校外学習の引率 

（校外体育を含む） 

○登校時の横断歩道での安全を見守る。 

○通学路で登校の安全を見守る。 

○校外学習をするときの安全支援 

 

学習活動 調理実習 

ミシン学習支援 

書道学習支援 

琴の学習支援 

そろばん指導 

スポーツ活動支援 

○安全を見守り実習の支援をする。 

○安全を見守り技術指導の支援をする。 

○書道の学習の指導 

○琴演奏の指導 

○算数学習のそろばんの支援 

○プロスポーツ選手による運動の指導 

読書活動 読み聞かせ 

図書室整備 

本の貸し出し 

○朝、学級に入って本の読み聞かせをする。 

○本の整頓や本の修理を行う。 

○葛西図書館で本を選ぶ。 

 

３ 学校応援団組織図 

 

 

 

 

夢や希望を育てる 学び舎としての「楽校」  

                            家庭・地域との共育・協働 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船堀小学校 モットーは、＜地域を学び、地域で学ぶ＞ 

学校応援団代表 ⇔ 学校の担当窓口（副校長） 

すくすくｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 

 

保護者・PTA・おやじの会 

 

地域・町会 

 

・日本舞踊 ・ソーラン隊 

・消しゴム版画 

・大江戸室内楽団 

・吾輩は葛西の猫である 

・習字教室 

・落語に親しもう 

 

 

・読み聞かせ ・図書館整備 

・運動会・学習発表会・学校公開 

・登校時交通指導 

・校外学習の安全見守り 

・旗振り当番（登校時） 

・夏休み映写会 ・もちつき 

・見守り隊活動 

・校外学習の安全見守り 

・授業協力 

・地域の声 



４ 今年度の成果と今後の課題 

  ＜成果＞ 

・特色ある教育活動で「地域を学び、地域で学ぶ」をテーマとして取り組み、地域の人材を活かして、琴・

書写などを学ぶことができた。 

・図書室の本の整備を毎週 1回行っていただき、図書室がきれいに整頓された。また、研修会に参加する

ことで、本の修理を行うことができた。 

・読み聞かせの際、ビッグブックを活用するなどボランティアの方が事前に準備をし、工夫を凝らして教

室で本を読んでくれている。 

・毎日の登下校の見守りと、校外学習の引率での安全支援をお願いし、安心安全な教育活動ができた。 

 今年度は学校改築のため他校を借りて運動会を実施したが、行き帰りの移動に際して多くの保護者の方

に見守っていただき、安心して移動することができた。 

・スポーツプロジェクトとして、年間を通して、全学年がプロのスポーツ選手に指導していただき、いろ

いろな運動に親しむことができた。 

 

＜課題＞ 

・活動の活性化を図るため、活動の様子や団員募集の情報等をホームページや学校だよりを活用して積極

的に知らせていく。 

・学校応援団代表が窓口になり対応できるような組織作りをしていく。 

・学校応援団と教職員との連携を深めていく。 

  

５ 代表より   

子ども達が伝統文化・スポーツなどいろいろな活動にふれ合える機会を大切に思い、学校応援団代表とし

て様々な取り組みを行いました。 

その中で、５年生は琴に挑戦しました。昨年の５年生もそうだったのですが、皆、初めての体験とあって

分からないながらも、真剣に演奏していました。終了後は、貴重な体験をすることができて大喜びでした。 

今後とも、学校・ＰＴＡ・地域の方々と協力して、子ども達が伝統文化やスポーツ、歴史を学ぶ体験を進

めていきたいと考えております。 

 

６ 学校長より 

江戸川区教育委員会は、目指す子ども像として『ふるさと「えどがわ」を知り、愛し、活躍できる子ども』

を掲げている。これを受け、本校では「学校は地域の宝、教育は家庭の夢」を学校経営方針に掲げ、「地域

を学び、地域で学ぶ子」の育成を特色ある教育の柱として、教育課程を編成している。そのため、テキスト

（教科書）フリー、マン（教師）フリー、スペース（教室）フリーといった教育のバリアフリーを推進する

ことが不可欠であり、しかも、地域の自然や施設、文化といったものを地域教材、或いは学習の場とするに

は、それらを知り尽くしている学校応援団（地域人材）の活用が何より効果的であると考えている。 

こうした考えの下、本校学校応援団の皆様方のご支援は、子どもたちの生き生きとした学びの姿に反映さ

れているばかりか、より大きな学習成果をもたらしていることに心から感謝するものである。 


